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我
が
国
で
は
、
少
子
化
が
急
激
に
進

行
し
て
お
り
、
平
成
15
年
に
は
合
計

特
殊
出
生
率
が
１
・
29
と
過
去
最
低

の
水
準
に
至
り
ま
し
た
。

少
子
化
の
進
行
は
、
若
年
労
働
力
の

減
少
や
社
会
保
障
に
か
か
る
現
役
世

代
の
負
担
増
大
な
ど
、
国
の
活
力
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
同
士
の
交
流
機
会
の
減
少
、
過

保
護
化
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
の
人

間
性
や
社
会
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
に
く

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
少
子
化
が
進
行
し

て
お
り
、
今
後
の
人
口
減
少
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
の
児
童
福
祉

施
策
の
具
体
的
方
向
を
指
し
示
す
計

画
と
し
て
、
ま
た
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、

家
庭
、
地
域
、
事
業
所
を
は
じ
め
、
市

民
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
少
子

化
時
代
の
子
育
て
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
べ
く
、
「
丹
波
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

家庭・地域が一体となって子どもをはぐくみ
子どもたちが夢をもっていきいきと輝くまち　丹波

　父母その他の保護者が子育ての第一義的責任を有するということを基本的認識

とし、家庭その他の場において、子育ての意義について理解が深められ、かつ、

子育てに伴う喜びが実感されるとともに、次代を担う子どもたちが地域みんなに

支えられ、心身ともに健やかに成長できることを目指します。

��������

�基本理念を実現するための各視点別の基本目標を、次のとおり掲げています。

１ すべての子どもが心身ともに健やかに成長できるまちづくり ～子どもの視点～

２ 親が安心して子どもを生み育て、子育て力を高めることのできるまちづくり ～親の視点～

３ 地域全体で子どもと子育て家庭を支えることのできるまちづくり ～地域の視点 ～

　計画では、上記の基本理念、基本目標の実現に向けて、行政として取り組んでいくことを明

記しています。また、基本理念にもあるように、家庭と地域が一体となって子どもをはぐくん

でいくために、「親・家庭にして欲しいこと」や「地域にしてほしいこと」を掲げています。

　丹波市の子どもたちが心身ともに健やかに成長し、夢をもっていきいきと輝けるよう、皆さ

んもぜひ、計画の実現にご協力ください。

問合せ先／春日庁舎児童福祉課 ( 電話 74-1601）

≪計画期間≫
　この計画は、5 年を 1 期とした 10 ヶ年計画であり、
平成 17 年度から平成 21 年度の 5 年間を前期計画とし、
前期計画に関する必要な見直しを平成 21 年度に行った
上で、平成 22 年度から平成 26 年度の 5 年間の後期計
画を定めます。

※ 詳しいことは、市のホームページをご覧ください。

��������
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昨
年
秋
に
は
多
く
の
台
風
が
襲
来
し

ま
し
た
。
特
に
、
10
月
20
日
の
台
風
23

号
で
は
、
氷
上
地
域
が
、
災
害
救
助
法

の
適
用
を
受
け
る
な
ど
市
全
域
が
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
も
梅
雨

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
梅
雨
時

期
に
入
る
と
、
短
期
間
で
狭
い
地
域
に

雨
が
降
る
集
中
豪
雨
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
集
中
豪
雨
は
、
そ
の
予
測
が
難
し

く
、
中
小
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、

が
け
崩
れ
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被
害
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
周
辺
の
急
激
な
異
変

を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
対
応
す
る
事
が
大

切
で
す
。
危
険
が
迫
っ
て
か
ら
で
は
手

遅
れ
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

①
路
上
で
浸
水

　

高
い
と
こ
ろ
（
高
い
建
物
）
に
避
難

　

し
ま
し
ょ
う
。

②
地
下
で
浸
水

　

地
上
の
水
が
一
気
に
地
下
へ
と
流
れ

　

込
み
ま
す
。
早
い
情
報
の
収
集
に
心

　

が
け
、
速
や
か
に
安
全
な
場
所
に
避

　

難
し
ま
し
ょ
う
。

③
車
の
運
転
中

　

豪
雨
の
と
き
は
視
界
が
悪
い
う
え

　

に
、
操
作
が
利
か
な
く
な
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。
道
路
の
水
の
少
な
い
と

　

こ
ろ
を
選
び
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

　

高
い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

④
野
外
に
い
る
と
き

　

上
流
で
の
豪
雨
で
川
が
急
に
増
水
し

　

た
り
、
土
砂
崩
れ
や
が
け
崩
れ
の
危

　

険
が
あ
り
ま
す
。
雨
の
と
き
に
は
川

　

や
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
危
険

　

な
区
域
な
ど
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
ら
、
小
中
学

校
等
、
最
寄
り
の
避
難
所
に
速
や
か
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。
（
詳
し
い
こ
と
は
、

市
役
所
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
）

　

水
害
の
場
合
は
、
早
め
早
め
の
対
応

が
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
動
き
や
す
く
安
全
な
服
装
で

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
で
頭
を
保
護
し
、
靴

　

は
ひ
も
で
し
め
ら
れ
る
運
動
靴
を
は

　

き
ま
す
。
裸
足
、
長
靴
は
厳
禁
で
す
。

②
足
元
に
注
意
を

　

水
面
下
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
な

　

ど
の
危
険
地
帯
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

長
い
棒
を
杖
代
わ
り
に
し
て
、
確
認

　

し
な
が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

③
単
独
行
動
は
し
な
い

　

必
ず
２
人
以
上
で
避
難
し
、
は
ぐ
れ

　

な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ
で
結
ん
で
避
難

　

し
ま
し
ょ
う
。

④
子
ど
も
や
高
齢
者
に
配
慮
す
る

　

高
齢
者
や
病
人
な
ど
は
背
負
い
、
子

　

ど
も
に
は
浮
き
を
付
け
さ
せ
て
、
安

　

全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
16
年
度
自
主
防
災
組
織
助
成
事

業
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）
で
上
垣
自
主

防
災
組
織
（
市
島
地
域
）
に
防
災
倉
庫

及
び
防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
地
域
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
に
積
極
的
な
自
主
防
災
組

織
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

��������������������
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●市営住宅園部団地　

ところ／春日町園部 10

構造／木造平屋建 ２ＤＫ・汲取り式

建築年度／昭和 47 年

所得月額／政令月額 20 万円以内

家賃／所得により決定（毎年の申告が必要で所

得区分に応じて変動します）

敷金／家賃の３ケ月分

募集戸数／１戸（２人以上の同居要・但し 50

歳以上の方は単身可）

●市営住宅岩本団地　

ところ／青垣町市原 922-1

構造／木造２階建３ＤＫ・合併浄化槽

建築年度／平成元年

所得月額／政令月額 20 万円以内

家賃／所得により決定（毎年の申告が必要で所

得区分に応じて変動します）

敷金／家賃の３ケ月分

募集戸数／１戸（２人以上の同居要）

●市営住宅下滝団地

ところ／山南町下滝 157-1

構造／鉄筋３階建（１階の空室）３ＤＫ・合併

浄化槽

建築年度／平成６年

所得月額／政令月額 20 万円以内

家賃／所得により決定（毎年の申告が必要で所

得区分に応じて変動します）

敷金／家賃の３ケ月分

募集戸数／１戸（２人以上の同居要）

　３団地の重複申込みができます。お申込みは、春日庁舎住宅課（市役所または各支所の地域振興課）まで

お願いします。なお、旧町で受付していました各団地の入居希望者による待機者台帳（現在は受け付けてい

ません）は、10 月 31 日をもって廃止します。市内の県営住宅の申込みもできます。

問合せ先／春日庁舎住宅課（電話 74-2364）

収入分位
（政令月額・円）

岩本団地
（円）

下滝団地
（円）

園部団地
（円）

　　　0 ～ 123,000 15,900 21,800 5,200

123,001 ～ 153,000 19,400 26,500 6,300

153,001 ～ 178,000 22,900 31,300 7,400

178,001 ～ 200,000 26,400 36,100 8,600

【月額家賃予定額】

　市営住宅に入居をご希望の方は、申込書（重複申込み可）に必要書類を添えて、春日庁舎住宅課（市
役所または各支所の地域振興課経由可）までお申込みください。

入居資格

　現に同居し、または同居しようとする親族

のある方（園部団地は 50 歳以上の単身者可）

・連帯保証人（２人・市内在住者）のある方

・市税の滞納がない方

・団地及び周辺地域で円滑な共同生活を営む

　ことのできる方

※別途、光熱水費・共益費負担や自治会への

　加入等が必要になります。

受付期間

・７月５日 ( 火 ) ～７月 15 日 ( 金 )

入居者の決定

・資格審査後、申込者多数の場合は抽選によ

　り決定します。

入居予定時期　７月下旬～８月上旬
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※ 1 期については、今回追加募集します。

※市ホームページから実施要綱と申請書をダウンロードできます。

問合せ先／市役所企画課（電話 82-0916）

実施団体
市内の自治会、高齢者、女性、青少年等の地域団体やグループ（市外在住者・
宗教、政治、営利活動を目的とする団体・企業・学校等の団体を除く）

人　　数 15 人以上

補助金額

①バス借上料の５分の２（100 円未満切り捨て、消費税込み、駐車料・ガイ
　ド料を除く）限度額 :25,000 円
②施設入館料の全額（観覧料を含み、施設利用料を除く）
　※特別展の場合は、常設展示観覧料相当額のみ
③講師謝金の全額。限度額：一事業 3,000 円

事業内容
① 主目的が市内見学
②市内の３地域以上を見学し、かつ、異なる２つの地域で、市営施設をそれ

ぞれ１ヶ所以上見学する。
コ ー ス 市内１日コース（半日、市外に出る場合を除く）
利用バス 市内バス会社等の民間の貸切バス（レンタカーを除く）
そ の 他 1 団体につき年度内１回限定

◆事業内容・条件

見学実施月日 募集期間
��� ���������� �� ���� ���������� �� ����
�� �� ������� �� � �� ���� �� �� ������������
�� �� �� ����������� �� ���� �� � �� ����� �� ������

◆募集期間

��������������������������

　■開催日時　７月 17 日（日）午後１時 30 分～３時

　■会　　場　丹波の森公苑　多目的ルーム

　■対 象 者   市在住の方＜参加費無料。参加希望者は会場に直接お越しください。＞

　■内　　容　講演　「がんのお話～知っておきたい予防と治療～」　

　　　　　　　講師　繒野　幸二（県立柏原病院長）

　※講演終了後、リニアック棟の現地見学会（希望者のみ）を行います。

　主催／県立柏原病院　　後援／県柏原健康福祉事務所・市・市医師会

�����������������～丹波市市民交流促進事業～

　市が発足して半年が過ぎましたが、市内の地域や施

設など、知らないところ、訪れたことがないところが

たくさんあるのではないでしょうか。

　そこで、市営施設や観光施設等を見学して交流を図っ

ていただける団体・グループに対して、バス借上料等

の一部を補助します。

　ぜひ、この機会に団体・グループで市の新たな魅力

を発見する一日旅行を計画してみませんか。
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投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
���������

�

選
挙
当
日
の
投
票
所
は
、
昨
年
の
市

長
、
市
議
会
議
員
選
挙
時
の
投
票
所
と

同
じ
場
所
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
投
票

所
は
会
場
を
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

（
南
保
健
福
祉
会
館
か
ら
の
変
更
）

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

（
氷
上
公
民
館
か
ら
の
変
更
）

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

（
横
田
公
民
館
か
ら
の
変
更
）

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

（
本
郷
公
民
館
か
ら
の
変
更
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
（
和
田
小
学
校
体
育
館
か
ら
の

　

変
更
）

は
、
７
月
２
日
（
土
）
ま
で
に
、
期
日

前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
用
紙
を
封
筒

等
に
入
れ
ず
に
直
接
投
函
で
き
、
次
の

い
ず
れ
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

　

・
柏
原
支
所
会
議
室

　

・
氷
上
公
民
館
実
習
室

　

・
青
垣
支
所
２
階
会
議
室

　

・
春
日
公
民
館
休
養
室

　

・
山
南
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

・
市
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
会

　
　

議
室

※
和
田
地
区
公
民
館
（
山
南
町
和
田
地

内
）
に
つ
い
て
は
、
７
月
１
日
（
金
）
、

２
日
（
土
）
の
２
日
間
投
票
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
病
院
で
の
不
在
者

投
票
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
、

丹
波
市
以
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
の

不
在
者
投
票
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
の
方
法
も
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
が

自
宅
で
投
票
し
、
郵
便
で
投
票
す
る
制

度
で
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
の
発
行
に

は
法
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。

　

告
示
後
に
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
に
記

載
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

選
挙
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人

����������

　次の理由により投票日に投票所に行け

ない方は、所定の手続きの上、投票する

ことができます。

・選挙当日に仕事に従事される方

・旅行、レジャー、買い物などで投票区

   外に外出、滞在される方

・手術等により、選挙当日歩行困難とな

   る方

開
票
は
、
午
後
９
時
30
分
か
ら
市
氷
上
公
民
館
で
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������������������������

　指定病院・老人ホームなどに入院（入所）中の方は、その施設の責任者が、本人の申し出に

より一括して手続きをし、不在者投票ができます。（付き添いの人はできません。）

市内の指定病院及び施設

［病院・老人保健施設］

県立柏原病院・柏原赤十字病院・香良病院・大塚病院・ひかみシルバーステイ・さんなん桜の里

［老人ホームなど］

柏原けやき苑、青葉荘、松寿園、ふれあいの郷、もくせい、三相園、おかの花、山路園、五輪荘、

やまじいこい苑、丹寿荘

　投票日当日 ( ３日 ) の午前 7 時（投票開始時）と正午、午後 6 時（投票終了 2 時間前）に「投

票についてのお願い」を防災行政無線でお知らせします。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
年
４
回
（
３

月
・
６
月･

９
月･

12
月
）
行
っ
て
お
り
、

各
１
日
現
在
で

１
．
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

２
．
市
内
に
３
ヶ
月
以
上
の
居
住

３
．
年
齢
満
20
歳
以
上

の
３
つ
の
条
件
を
備
え
て
い
る
方
に
つ

い
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
定
時
登
録
と
い
い
ま
す
。

従
っ
て
、
実
際
に
３
ヶ
月
以
上
居
住
し

て
い
て
も
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
、
選
挙
権
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
転
出
後
４
ヶ
月
経
過
し

た
方
は
、
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
ま
す
。

登
録
に
は
定
時
登
録
の
ほ
か
に
選
挙
時

登
録
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
時
登
録
で
は
６
月
15
日

現
在
、
居
住
３
ヶ
月
以
上
（
３
月
15
日

以
前
か
ら
居
住
）
で
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
お
り
、
投
票
日
の
７
月
３

日
ま
で
に
満
20
歳
に
な
る
居
住
者
（
昭

和
60
年
７
月
４
日
以
前
の
出
生
者
）
が

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
選
挙
は
兵
庫
県
知
事
選
挙
で
す
の

で
、
投
票
時
ま
で
に
県
外
に
転
出
さ
れ

た
方
は
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の
あ

る
方
で
県
内
に
転
出
さ
れ
、
転
出
先
の

市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
方
は
市
町
村
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
県
内
居
住
証
明
書
」
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
転
出
前
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

選
挙
権
の
あ
る
方
で
６
月
23
日
頃

に
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
な
っ
た
方

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
電
話
82―

１
０
０
２
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
調

査
の
上
、
該
当
す
る
方
に
は
入
場
券
を

送
付
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

単
身
赴
任
な
ど
で
遠
方
に
滞
在
さ
れ
、
選
挙
期
日
に
帰
れ
な
い
方
が
投
票
で
き
る

制
度
で
す
。
手
続
き
は
不
在
者
投
票
用
紙
請
求
書
を
丹
波
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請

求
し
、
送
ら
れ
て
き
た
投
票
用
紙
、
不
在
者
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
滞
在
地
の
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
手
続
き
も
郵
便
等
に
よ
る
も
の

で
日
数
を
要
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　候補者の経歴等を掲載した選挙公報を市役所や春日庁舎、

各支所などの窓口、新聞折込みにより配布します。公報がお

手元に届かない方は、市選挙管理委員会（電話 82-1002）ま

でご連絡ください。後日お送りします。
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ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
図
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
ご
み
の
分
別
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
「
び
ん
」
は
色
を
分

け
て
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
ビ
ー
ル
や
お
酒
、
牛
乳
び
ん
な

ど
は
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

　

び
ん
は
、
回
収
し
た
あ
き
び
ん
を
、

溶
か
し
て
新
し
い
び
ん
に
す
る｢

ワ

ン
ウ
ェ
イ
び
ん｣

と
洗
っ
て
再
び
使

う｢

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん｣

の
２
つ

に
分
か
れ
ま
す
。

　

ワ
ン
ウ
ェ
イ
び
ん
は
、
細
か
く
砕

き
（
カ
レ
ッ
ト
と
呼
び
ま
す
）
溶
か

し
て
、
茶
色
は
茶
色
び
ん
、
無
色
は

無
色
び
ん
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

色
が
分
け
ら
れ
て
い
な
い
と
効
果
あ

る
リ
サ
イ
ク
ル
の
ル
ー
ト
に
乗
り
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
は
、

ビ
ー
ル
や
お
酒
、
牛
乳
な
ど
の
あ
き

び
ん
で
、
使
い
終
わ
っ
た
あ
と
販
売

店
な
ど
を
通
じ
て
メ
ー
カ
ー
に
戻
り
、

き
れ
い
に
洗
っ
て
ま
た
び
ん
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。

　

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
は
、
何
度
も
く

り
返
し
（
30
回
以
上
使
用
可
能
な
も
の

も
あ
り
ま
す
）
使
う
こ
と
で
、
再
生
時

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
で
き
、
溶
か

せ
ば
再
び
ガ
ラ
ス
び
ん
に
な
り
ま
す
。

ビ
ー
ル
や
お
酒
、
牛
乳
な
ど
の
あ
き
び

ん
は
、
販
売
店
へ
返
す
か
、
資
源
集
団

回
収
を
通
じ
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ

う
。
び
ん
を
出
す
と
き
、
次
の
３
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す
。

②
中
を
洗
う
。

③
あ
き
び
ん
以
外
の
物
を
混
ぜ
な
い
。

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み　

分
け
れ
ば
資
源
」

分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�������������

����

［メリット１］国民年金は将来に向けてたいへん安定し、かつ有利な制度です。国民年金に加入し保

険料を納付することは、法律により義務づけられています。また、25 年以上公的年金に加入して保

険料を納めていれば、老齢年金が生涯にわたって受けられます。

●社会全体で世代間扶養を行う仕組みをとっている国民年金は、日本経済が存続する限り、決して

つぶれることはありません。

　

［メリット２］国民年金には、保険料が免除（納付猶予）になる制度があります。国民年金保険料の月々

の納付が困難な方は、申請をし承認されると保険料が免除または、後払いできます。

　

［メリット３］万が一のときにも保障します。国民年金には、老後の生活を保障する老齢年金だけで

なく、病気やけがなどで障害が残ったときは、障害基礎年金を、一家の働き手が亡くなったときは、

その遺族が遺族基礎年金を受けることができます。

●ただし、国民年金に加入してきちんと保険料を納めていることが必要です。
　

［メリット４］年金額の一部は、国が負担しています。国民年金制度は、長期的な視点に立ち、将来

を見据えて、国が責任を持って運営しています。受け取る年金額の３分の１は国が負担していますが、

この割合は毎年少しずつ引き上げられ、平成 21 年度までに２分の１になります。
　

［メリット５］国民年金の保険料は、確定申告の際に全額社会保険料控除の対象となります。

�����������

混ざり物のない
カレット

耐 熱 ガ ラ ス 製 品 は「 び ん 」
として出してはいけない

№７
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�������������
日　程　１回目：７月 15 日（金）　２回目：８月 10 日（水）
時　間　午前９時 15 分～午後１時
場　所　青垣保健センター
持ち物　筆記用具、エプロン、三角巾、手ふきタオル
参加費　500 円／回
�����　７月８日（金）

��������������������������
������������������ �����������

材　料／４人分
　・ちくわ　　　　　 1/2 本
　・ゆで大豆　　　１２０ｇ
　・人　参　　　　　４０ｇ
　・こんにゃく　　　４０ｇ
　・しめじ　　　　　２０ｇ
　・さやえんどう　　　４枚
　・サラダ油　　　　　適量
Ａ
　・ だし汁　　  　 １カップ
　・ 砂　糖　　　　小さじ１
　・濃口しょうゆ　大さじ１

����������������

���
① ちくわ、こんにゃくは熱湯をかけ、ちくわは５mm 厚

さのいちょう切り、こんにゃくは５mm 厚さの薄い角
切りにする。

② しめじは根を取り、２等分し、人参は皮をむき、ちく
わに合わせていちょう切りにする。

③ さやえんどうは、サッとゆでて斜めに切る。
④ 鍋に油をひいて、①、②、ゆで大豆を入れてサッと炒め、

A を入れ、汁がなくなるまで煮込む。
⑤ 小鉢に盛り、さやえんどうを散らして出来上がり。
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市
の
人
権
擁
護
委
員
で
組
織
す
る
柏

原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
定
期
総
会

が
５
月
20
日
、
北
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
柏
原
地
域
）
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の

啓
発
重
点
目
標
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
啓
発
活
動
重
点
目
標

　

①
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

　

②
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な

　
　

い
命
を
大
切
に

◎
啓
発
活
動
強
調
事
項

　

①
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
、
②
子
ど

　

も
の
人
権
を
守
ろ
う
、
③
男
女
共
同

　

参
画
社
会
を
実
現
し
よ
う
、
④
障
害

　

の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

　

現
し
よ
う
、
⑤
高
齢
者
を
大
切
に
す

　

る
心
を
育
て
よ
う
、
⑥
国
際
化
社
会

　

に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ

　

う
、
⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

　

た
人
権
侵
害
を
止
め
よ
う

人
権
擁
護
の
功
績
者
へ
表
彰
状
授
与

　

永
年
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
い
て
い
る
次
の
方
々
に
、
そ

の
功
績
を
称
え
て
法
務
省
等
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

▽
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰
＝
東
浦

美
榮
子
委
員
▽
近
畿
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
長
表
彰
＝
十
倉
孝
實
委
員
、
竹
内

正
道
委
員
、
豊
田
義
孝
委
員

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

農
業
・
農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
を

守
る
た
め
、
中
山
間
地
域
で
農
業
を
し

て
い
る
人
た
ち
を
国
・
県
・
市
が
支
援

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
急
傾

斜
地
（
勾
配
20
分
の
１
か
つ
面
積
１
ha

以
上
）
１
団
地
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
緩

傾
斜
地
（
勾
配
１
０
０
分
の
１
）
の
１

団
地
で
、
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま

で
、
市
と
集
落
が
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

協
定
に
基
づ
き
、
農
地
を
適
正
に
管
理

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
10
ａ
当
た
り

急
傾
斜
地
１
万
６
８
０
０
円
、
緩
傾
斜

地
６
４
０
０
円
が
集
落
に
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

市
内
の
中
山
間
地
域
の
指
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。
①
柏
原
地
域
崇
広
地
区
、

②
氷
上
地
域
葛
野
地
区
、
③
青
垣
地
域

全
域
、
④
春
日
地
域
大
路
地
区
、
⑤
市

島
地
域
鴨
庄
地
区
、
⑥
山
南
地
域
全
域

▼
問
合
せ
先
＝
春
日
庁
舎
農
林
振
興
課

（
電
話
74―

１
４
６
５
）

　

山
南
農
産
物
処
理
加
工
及
び
実
習
施

設
で
は
、
多
く
の
方
に
薬
草
押
花
、
葛

の
つ
る
、
薬
草
染
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
年
会
員
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
割
安
な
体
験
学
習
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
年
会
費
＝
薬
草
押
花
体
験
教
室
、
葛

　

の
つ
る
体
験
教
室
、
薬
草
染
体
験

　

教

室

の

い

ず

れ

も
４

０

０

０

円

　

で
、
別
途
材
料
代
が
必
要
で
す
。

今
月
の
定
期
講
座

①
薬
草
染
体
験
教
室　

・
７
月
９
日
（
土
）
瓶
覗
き
の
淡
い
ブ

　

ル
ー
を
染
め
よ
う　

・
７
月
15
日
（
金
） 

藍
抜
染
を
楽
し
も
う

　

染
め
る
も
の
は
次
の
中
か
ら
お
選
び

　

く
だ
さ
い
。(

受
講
料
込)　

Ａ
ハ
ン

　

カ
チ
・
コ
ー
ス
タ
ー
・
花
瓶
敷
き

　

５
０
０
円　

Ｂ
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
・

　

の
れ
ん
（
小
）
１
５
０
０
円　

Ｃ
シ

　

ル

ク

ス

ト

ー

ル

・

ス

カ

ー

フ

　

２
０
０
０
円　

Ｄ
綿
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
の

　

れ
ん
（
大
）
２
０
０
０
円　

Ｅ
エ
プ

　

ロ
ン
２
５
０
０
円

②
葛
の
つ
る
体
験
教
室

・
７
月
17
日　

（
日
）
涼
し
さ
を
誘
う
透

　

か
し
編
み
の
花
か
ご
に
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
し
よ
う　

受
講
料
１
５
０
０
円
（
材

　

料
代
込
）

③
薬
草
押
花
体
験
教
室

・
７
月
24
日
（
日
）
花
絵
額
に
チ
ャ
レ

　

ン
ジ
し
よ
う　

受
講
料
２
５
０
０
円

　

（
材
料
代
込
）

④
パ
ン
づ
く
り
体
験
教
室　

お
一
人
様

　

６
０
０
円

　

受
講
希
望
の
方
は
、
同
施
設
（
電
話

70―

８
８
０
０
）
ま
で
。
ご
希
望
の
１

週
間
前
ま
で
に
10
名
様
以
上
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



　

日
本
赤
十
字
社
は
「
人
の
命
と
尊
厳

を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
世
界

各
国
の
赤
十
字
社
と
と
も
に
、
紛
争
や

災
害
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に

救
い
の
手
を
差
し
の
べ
て
い
ま
す
。
国

内
で
も
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
被
災

者
の
救
援
活
動
や
、
医
療
、
献
血
、
福

祉
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
皆
様
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
く
社
資
や
寄
付
金
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
の
活
動
に

　

平
成
16
年
の
台
風
16
号
、
18
号
、
23

号
に
よ
り
住
家
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た

世
帯
に
対
し
、
次
の
補
助
制
度
等
を
設

け
て
生
活
再
建
の
支
援
、
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

住
宅
再
建
等
支
援
金

　

住
宅
の
再
建
・
購
入
・
補
修
に
要
す

る
経
費
（
実
費
）
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯
＝
①
大
規
模
半
壊
・
半
壊
・

　

床
上
浸
水
（
損
害
割
合
10
％
以
上
20

　
未
満
）
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
、
②

　

世
帯
員
の
年
収
合
計
が
８
０
０
万
円

　

以
下
の
世
帯

▼
支
給
額
＝
大
規
模
半
壊
は
75
万
円
を

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

上
限
、
半
壊
は
50
万
円
を
上
限
、
床

　

上
浸
水
（
損
害
割
合
10
％
以
上
20
％

　

未
満
）
は
25
万
円
を
上
限

▼
注
意
＝
①
単
身
世
帯
（
世
帯
の
属
す

　

る
者
が
１
人
）
は
限
度
額
が
変
わ
り

　

ま
す
。
②
借
家
人
は
対
象
と
な
り
ま

　

せ
ん
。
③
店
舗
兼
用
住
宅
の
場
合
は
、

　

住
宅
に
関
る
部
分
の
改
修
等
が
対
象

　

で
す
。

▼
そ
の
他
＝
住
宅
の
補
修
未
完
了
の
場

　

合
も
、
概
算
交
付
申
請
で
き
ま
す
。

住
宅
再
建
等
一
時
転
居
者
支
援
事
業

▼
対
象
者
＝
被
災
住
宅
の
再
建
・
補
修

　

の
た
め
一
時
的
に
民
間
賃
貸
住
宅
等

　

に
入
居
さ
れ
る
方

▼
補
助
額
＝
家
賃
月
額
の
２
分
の
１

　

（
上
限
３
万
円
。
原
則
６
ヶ
月
以
内
）

ひ
ょ
う
ご
住
宅
災
害
復
興
ロ
ー
ン
制
度

▼
対
象
者
＝
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

　

た
住
宅
の
再
建
・
購
入
・
補
修
を
行

　

う
方
（
一
部
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

▼
融
資
限
度
額
＝
再
建
・
購
入
の
場
合
、

　

１
０
０
万
円
以
上
８
０
０
万
円
以
内

▼
補
修
＝
１
０
０
万
円
〜
４
０
０
万
円

　

以
内

▼
そ
の
他
＝
①
融
資
期
間
25
年
、
利
息

　

１
・
９
％
、
②
住
宅
金
融
公
庫
、
民

　

間
金
融
機
関
融
資
と
の
併
用
も
可
能

　

で
す
。

ひ
ょ
う
ご
住
宅
災
害
復
興
ロ
ー
ン
等
利

子
補
給
事
業

▼
対
象
者
＝
①
住
宅
の
再
建
・
購
入
・

　

補
修
の
た
め
に
住
宅
金
融
公
庫
、

　

ひ
ょ
う
ご
住
宅
災
害
復
興
ロ
ー
ン
、

　

民
間
住
宅
融
資
等
を
借
り
入
れ
て
い

　

る
方
、
②
補
修
の
場
合
は
５
０
０
万

　

円
以
上
対
象
融
資
を
借
り
入
れ
て
い

　

る
方
、
③
年
収
１
４
４
２
万
円
（
給

　

与

所

得

者

以

外

の

場

合

は

　

１
２
０
０
万
円
）
以
下
の
方

▼
利
子
補
給
利
率
＝
融
資
利
率
と
基
準

　

金
利
を
比
較
し
て
低
い
方
の
利
率　

　

（
た
だ
し
、
限
度
額
あ
り
）

▼
利
子
補
給
期
間
＝
対
象
融
資
の
交
付

　

の
日
か
ら
５
年
間

▼
問
合
せ
先
＝
春
日
庁
舎
社
会
福
祉
課

　

（
電
話
74―

１
０
２
８
）

ご
理
解
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
＝
春
日
庁
舎
社
会
福
祉
課

（
電
話
74―

１
０
２
８
）

11
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県
で
は
、
住
宅
所
有
者
の
相
互
扶
助

に
よ
る
住
宅
再
建
共
済
制
度
を
９
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
平
常
時
に
年

５
０
０
０
円
（
初
年
度
は
月
額
５
０
０

円
）
を
負
担
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
自
然

災
害
を
対
象
に
、
共
済
給
付
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
７
月
頃
か
ら
県
民

局
や
市
の
窓
口
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
加

入
申
込
書
に
記
入
の
上
、
郵
送
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
保
険
と
は
異
な
る

た
め
、
既
存
の
地
震
保
険
等
と
組
み
合

わ
せ
て
加
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

【
負
担
と
給
付
】

▼
共
済
負
担
金
＝
５
０
０
０
円
／
年
（
た

　

だ
し
新
規
加
入
年
度
は
５
０
０
円
／

　

月
）

▼
共
済
給
付
金

　

①
再
建
・
購
入　

６
０
０
万
円

　

②
補
修
・
全
壊　

２
０
０
万
円

　

③
大
規
模
半
壊　

１
０
０
万
円

　

④
半
壊　

50
万
円

　

⑤
再
建
・
購
入
・
補
修
を
し
な
い
場

　
　

合　

10
万
円

▼
問
合
せ
先
＝
県
住
宅
防
災
課
（
電
話

　

０
７
８―

３
６
２―

４
３
３
８
）
、

　

財
団
法
人
県
住
宅
再
建
共
済
基
金
（
電

　

話
０
７
８―

３
６
２―

９
４
０
０
）
、

　

市
建
設
部
住
宅
課
（
電
話

74―

　

２
３
６
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������
　

と　き／７月９日（土）午後１時 30 分～

ところ／しろやま児童館（東小学校近く）

内　容／たなばた飾り、人形劇、紙芝居

・お友達を誘ってぜひ遊びに来てください。

・申込締切は、７月５日（火）で先着 100 人

・幼稚園以下のお子さんは保護者同伴でお願いします。

・お申し込みは、こうがやま児童館（電話 82‐8620）

　または、しろやま児童館（電話・ＦＡＸ 82‐0843）まで。

　ファックスでも受け付けます。

　

市
内
の
自
治

会
の
代
表
者
で

構
成
す
る
市
自

治
会
長
会
の
初

め
て
の
総
会
が

５
月
14
日
、
氷

上
公
民
館
体
育

館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総

会

で

は
、

平
成
17
年
度
役

員
の
選
出
や
事

業
計
画
、
事
業
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
市
自
治
会
長
会
の
連
携
の
も
と
に
、
今
後
地
域

づ
く
り
の
活
性
化
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
役
員
は
次
の
皆
さ
ん
。
（
敬
称
略
）

▽
会
長
＝
岸
義
一
（
氷
上
地
域
）

▽
副
会
長
＝
徳
田
博
一
（
青
垣
地
域
）

▽
副
会
長
＝
和
田
利
一
（
春
日
地
域
）

▽
会
計
＝
井
本
三
郎
（
柏
原
地
域
）

▽
監
事
＝
山
内
進 

（
山
南
地
域
）

▽
監
事
＝
木
下
政
夫
（
市
島
地
域
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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６
月
15
日(

水)

か
ら
高
齢
者
・
障

害
者
外
出
支
援
事
業
「
お
で
か
け
サ
ポ
ー

ト
」
が
市
内
全
域
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
公
共
交
通
機
関
（
電
車
・

バ
ス
）
の
利
用
と
家
族
の
方
に
よ
る
送

迎
が
困
難
な
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
方

を
対
象
に
、
医
療
機
関
な
ど
特
定
の
目

的
地
へ
の
送
迎
を
行
い
、
社
会
参
加
と

生
活
支
援
を
す
る
も
の
で
す
。
費
用
は

事
務
手
数
料
と
し
て
１
人
１
回
（
往
復
）

の
利
用
に
つ
き
２
０
０
円
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
登
録
が

必
要
で
、
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
高
齢
者
〕

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　

高
齢
者
の
方
で
、
次
の
す
べ
て
の
項

　

目
に
該
当
す
る
方

①
公
共
交
通
機
関(

電
車
・
バ
ス)

を

　

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
か
つ
家
族

　

に
よ
る
送
迎
が
困
難
な
方

②
住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
方

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
、
及
び

　

要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
方
も
し

　

く
は
同
程
度
の
方

④
自
動
車
の
運
転
が
困
難
な
方

移
動
の
範
囲

①
市
内
の
医
療
機
関
へ
の
通
院

②
市
内
の
介
護
予
防
提
供
場
所
（

介
護

　

保
険
事
業
所
を
除
く
）

〔
障
害
者
〕

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

　

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉

　

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方

　

（
障
害
の
程
度
、
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
）

①
公
共
交
通
機
関
（
電
車
・
バ
ス
）
を

　

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
か
つ
家
族

　

に
よ
る
送
迎
が
困
難
な
方

②
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
措

　

置
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
で
、
自

　

動
車
の
運
転
が
困
難
な
方

移
動
の
範
囲

①
市
内
の
医
療
機
関
の
通
院

②
市
役
所
等
へ
の
行
政
手
続
き

③
就
労
の
た
め
の
送
迎(

柏
原
公
共
職

　

業
安
定
所
へ
の
送
迎
に
限
り
ま
す)

④
文
化
又
は
体
育
活
動
等
の
社
会
参
加

　

の
た
め
の
送
迎
（
た
だ
し
、
青
い
鳥

　

学
級
・
く
す
の
木
学
級
等
へ
の
参
加

　

の
場
合
で
、
最
寄
り
の
集
合
場
所
ま

　

で
の
送
迎
に
限
り
ま
す
）

登
録
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

い
た
だ
き
、
春
日
庁
舎
の
社
会
福
祉
課

も
し
く
は
障
害
福
祉
課
、
ま
た
は
市
役

所
・
各
支
所
の
地
域
振
興
課
健
康
福
祉

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
あ
ら
か
じ
め
担
当
地
区
の
民
生
委
員

　

さ
ん
の
確
認
が
必
要
で
す
。

※
申
請
書
は
市
役
所
、
春
日
庁
舎
、
各

　

支
所
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所

　

に
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

丹
波
地
区
精
神
保
健
福
祉
研
修
会

実
行
委
員
会
で
は
、
「
障
害
者
自
立

支
援
法
や
、
障
害
者
の
地
域
で
の
暮

ら
し
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
計
画

し
ま
し
た
。

　

障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
で

障
害
者
を
支
え
る
地
域
力
を
高
め
る

良
い
機
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
７
月
９
日
（
土
）
午
後
１

　

時
30
分
〜
４
時

▼
場
所
＝
春
日
文
化
ホ
ー
ル
（
春
日

　

町
黒
井
）

▼
講
師
＝
財
団
法
人　

石
神
記
念
医

　

学
研
究
所
精
神
保
健
福
祉
事
業
部

　

代
表　

石
神
文
子
氏

▼
演
題
＝
「
暮
ら
し
の
中
で
力
を
つ

　

け
る
〜
新
た
な
施
策
の
創
造
を
」

▼
主
催
＝
丹
波
地
区
精
神
保
健
福
祉

　

研
修
会
実
行
委
員
会

▼
後
援
＝
丹
波
市
・
篠
山
市

▼
協
力
＝
柏
原
・
篠
山
健
康
福
祉
事

　

務
所
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合
併
後
の
暫
定
体
制
が
終
わ
り
、
機

構
改
革
、
大
幅
な
人
事
異
動
が
予
定
さ
れ
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
辻
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
カ
ラ
ー
を

出
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　

「
情
熱
」
、
「
清
潔
」
、
「
創
造
」
を
テ
ー
マ

に
心
の
合
併
を
中
心
に
、
夢
と
希
望
が
語
れ

る
「
す
ば
ら
し
い
丹
波
市
を
つ
く
ろ
う
」
と

訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
神
戸
市
と
大
き

く
変
わ
ら
な
い
面
積
に
、
20
分
の
１
に
満
た

な
い
人
口
を
も
つ
、
い
わ
ば
非
効
率
な
行
政

を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
、
全
国
的
に
も
例
の

少
な
い
６
町
の
合
併
と
い
う
困
難
な
中
で
の

誕
生
だ
け
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
誕
生
７
ヶ
月

に
し
て
よ
う
や
く
市
民
の
多
く
の
方
々
か
ら

「
頑
張
れ
」
「
私
で
で
き
る
こ
と
は
協
力
す
る

ぞ
」
と
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と

い
っ
た
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
礎

づ
く
り
と
し
て
行
政
改
革
か
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、「
市
民
主
導
行
政
支
援
型
」
の
カ
ラ
ー

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

歳
入
増
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、
何
か

ア
イ
デ
ア
は
あ
り
ま
す
か
。

　

「
入
る
を
計
っ
て
出
る
を
制
す
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
財
政
難
を
克
服

す
る
た
め
に
は
、
歳
入
増
を
考
え
る
前
に
如

何
に
効
率
的
・
効
果
的
な
、
ま
た
優
先
し
て

行
う
事
業
に
絞
っ
て
歳
出
す
る
こ
と
な
ど
、

諸
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
歳
入
増
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て

は
、
産
業
の
振
興
と
観
光
事
業
の
拡
大
に
よ

り
他
地
域
か
ら
の
人
や
モ
ノ
の
導
入
を
図

り
、
市
内
に
多
額
の
お
金
が
落
ち
る
こ
と
、

ま
た
若
者
が
定
着
す
る
ま
ち
と
し
て
、
雇
用

の
促
進
を
図
り
、
21
世
紀
の
丹
波
市
を
背
負

う
若
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
収
入

が
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
「
丹
波
市
に
住
み
た
い
」
と
い
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

受
益
と
負
担
と
い
う
テ
ー
マ
が
行
政

改
革
を
語
る
上
で
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

　

「
受
益
と
負
担
」
「
義
務
と
権
利
」
と
い
っ

た
言
葉
は
相
反
す
る
２
語
で
す
が
、
表
裏
一

体
の
言
葉
で
片
方
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
負
担
を
し
て
こ
そ
受
益
が
得
ら
れ
、
義

務
を
果
た
し
て
こ
そ
権
利
が
生
じ
る
わ
け
で

す
。
受
益
の
み
を
、
ま
た
権
利
の
み
を
訴
え

ら
れ
て
も
応
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
各
個
人
で
あ
れ
行
政
で
あ
っ
て
も
言
え

る
事
で
す
。
こ
の
原
則
が
守
ら
れ
て
こ
そ
真

の
民
主
主
義
社
会
と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、

強
い
人
が
弱
い
人
を
助
け
、
豊
か
な
人
が
貧

し
い
人
を
助
け
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
平

和
で
人
権
が
尊
ば
れ
明
る
く
楽
し
い
社
会
を

構
築
す
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
行
政
改
革
を

断
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

国
や
県
、
市
区
町
村
に
お
い
て
行
政

改
革
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
改
革
に

よ
っ
て
市
の
目
指
す
も
の
は
何
で
す
か
。

　

市
町
村
合
併
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は

な
く
、
合
併
後
の
地
域
再
生
に
つ
い
て
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
る
か
ど
う
か
、
住
民
と

地
域
づ
く
り
に
共
通
の
目
標
と
感
動
を
共
有

で
き
る
か
が
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
①
地
域
の
一
体
的
整
備
、
②
投
資
の
効

率
化
・
重
点
化
、
③
行
財
政
基
盤
の
強
化
、

な
ど
行
政
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
に
よ
り

「
す
ば
ら
し
い
丹
波
市
づ
く
り
」
を
目
指
し

ま
す
。
結
果
と
し
て
「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」

と
言
え
る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
が
合
併
の

目
的
と
い
え
ま
す
。

行革委員会で市の現状を説明
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●
実
施
体
制

　

地
域
内
各
種
団
体
の
役
員
で
交
通
安
全

の
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
方
々
が
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
治
会
関
係
者
ら
13
団
体
17
人
と
丹
波
警

察
署
、
柏
原
土
木
事
務
所
の
参
加
の
も
と
、

総
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
実
施
内
容

　

『
子
供
や
高
齢
者
等
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
道
路
交
通
環
境
づ
く
り
』
を

テ
ー
マ
に
、
山
南
町
谷
川
地
区
内
の
主
要
地

方
道
中
柏
原
線
を
重
点
的
に
点
検
路
線
と
し

て
設
定
し
、
道
路
利
用
者
の
視
点
か
ら
道
路

状
況
と
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
を
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
①
一
時
停
止
線
設
置
等
の

交
通
規
制
に
係
る
も
の
、
②
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

設
置
等
の
道
路
整
備
に
係
る
も
の
、
③
交
差

点
に
お
け
る
視
界
不
良
等
の
道
路
周
辺
状
況

に
係
る
も
の
、
以
上
３
つ
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
は
自
動
車
を
利
用
す

る
こ
と
が
多
く
、
今
回
歩
行
者
の
視
点
で
点

検
を
し
た
こ
と
で
、
普
段
気
が
つ
か
な
か
っ

た
所
に
気
付
き
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道

路
整
備
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

●
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道
路

　

交
通
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て

　

今
回
の
総
点
検
で
「
危
険
な
箇
所
を
見
て

ま
わ
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
げ

る
処
置
が
で
き
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
」
な
ど
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
交
通
安
全
は
、
道

路
交
通
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面

と
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
の
両
面
に
お
い
て
地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

市
と
し
て
は
、
総
点
検
の
意
見
を
十
分
に

受
け
取
り
、
交
通
安
全
に
対
す
る
関
心
の
高

ま
り
に
応
え
る
た
め
に
、
市
が
で
き
る
こ
と

は
早
急
に
行
い
、
で
き
な
い
こ
と
は
各
担
当

機
関
等
へ
要
望
し
、
実
現
に
向
け
て
最
善
の

方
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

県
で
は
、
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
（
特

定
不
妊
治
療
）
を
受
け
ら
れ
た
ご
夫
婦

に
対
し
、
治
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者
＝
①
県
内
に
住
む
法
律

　

上
の
ご
夫
婦
（
神
戸
市
・
姫
路
市
在

　

住
の
方
を
除
き
ま
す
）
、
②
特
定
不
妊

　

治
療
以
外
の
治
療
法
で
は
妊
娠
の
見

　

込
み
が
な
い
か
又
は
極
め
て
少
な
い

　

と
医
師
に
診
断
さ
れ
て
い
る
方

▼
給
付
内
容
＝
１
年
度
当
た
り
上
限
額

　

10
万
円
、
３
年
間
を
限
度
に
支
給

▼
所
得
制
限
＝
前
年
（
１
月
か
ら
５
月

　

ま
で
の
申
請
は
前
々
年
）
の
夫
婦
合

　

算
所
得
が
６
５
０
万
円
未
満

▼
医
療
機
関
＝
指
定
医
療
機
関

▼
申
請
期
限
＝
治
療
終
了
後
３
ヶ
月
以
内

▼
申
請
受
付
＝
柏
原
健
康
福
祉
事
務
所

▼
問
合
せ
先
＝
柏
原
健
康
福
祉
事
務
所

　

保
健
指
導
課
（
電
話
73―

３
７
６
７
）

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



16

　

県
内
の
身
体
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
で
あ
る
「
第
34
回
兵
庫
県
車
い
す

使
用
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
「
第
43
回

兵
庫
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
４
月
29
日
と
５
月
８
日
に
ユ
ニ
バ
ー

記
念
競
技
場
（
神
戸
市
）
と
赤
穂
城
南

陸
上
競
技
場
（
赤
穂
市
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
大
会
は
、
来
年
実
施
さ
れ

る
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

車
い
す
大
会
に
は
１
６
２
人
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
９
５
９
人
の
選

手
が
集
い
ま
し
た
。

　

市
か
ら
も
選
手
、
役
員
合
わ
せ
て
41

人
が
参
加
し
、
持
て
る
力
を
余
す
こ
と

な
く
発
揮
し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

ま
し
た
。

　

車
い
す
大
会
で
は
、
４
種
目
に
出
場

し
、
３
個
の
メ
ダ
ル
を
取
得
。
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
23
種
目
に
出
場

し
、
16
個
の
メ
ダ
ル
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

選
手
そ
れ
ぞ
れ
が
い
い
汗
を
か
き
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
で
は
、

こ
う
し
た
事
業
を
は
じ
め
、
会
員
相
互

の
共
助
と
親
睦
を
図
り
、
自
立
更
生
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
会
員
と
し

て
共
に
支
え
あ
う
こ
の
よ
う
な
場
に
も

参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
各
支
部
（
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
各
支
所
が
事
務
局
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
��

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�

��������������

区　　　　　　分 税　　　　　率
医療給付費分 介護納付金分

��� 7.75％ 1.80％
��� 29.50％ 6.65％
���������� 21,200 円 7,300 円
����������� 30,800 円 7,000 円

★計算方法
・所得割　所得に応じて計算　 総所得から基礎控除を差し引いた所得額×税率
・資産割　資産に応じて計算 　固定資産税額 ( 土地・家屋のみに係る税額 ) ×税率
・均等割　加入者数に応じて計算　１人当たりの金額×世帯の加入者数
・平等割　１世帯あたりで計算 

　　　　　  国民健康保険税の年税額＝所得割＋資産割＋均等割＋平等割

★国民健康保険税の納期は

　６月（１期）から翌年３月（10 期）までの年 10

期になります。国民健康保険税は、加入者１人ひと

りの医療費に充てる貴重な財源です。滞納されると、

国民健康保険事業が円滑に運営できません。納期を

守り、納め忘れがないようにしましょう。

★安心・便利な口座振替を

　口座振替ですと、毎月保険税を納めに行く手間が

省けるだけでなく、自動的に振替されるので納め忘

れもなく安心です。手続きは、預金通帳と通帳届出

印をご持参のうえ、指定金融機関窓口で口座振替依

頼書にて申込みを行ってください。

　平成 17 年度国民健康保険税の

税率を次のように決定しました。

★国民健康保険はお互いが助け合う制度です

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに、皆さんの経済的な負担を軽くし、安心して医療が
受けられるようにするため、負担し合う相互扶助制度です。
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7 月 15 日（金）

　　～ 24日（日）

����
����

こどもと高齢者の交通安全
　◆「高齢者交通安全の日 ( 毎月 15 日 )」の普及と参加・体験・実践型交通安全教育の推進

　◆街頭における交通安全指導と保護誘導活動の実践

　◆こどもと高齢者への思いやりのある運転の励行

シートベルト・チャイルドシートの着用徹底
　◆シートベルトとチャイルドシートの着用効果に関する正しい理解の促進

　◆後部座席でのシートベルト着用の促進

　◆体格にあったチャイルドシートの使用と座席への正しい取付け

無謀・暴走運転の追放
　◆速度超過・飲酒運転などの危険性を訴える広報・啓発活動

　◆家庭、学校、地域ぐるみによる無謀・暴走運転追放気運の醸成

　◆安全運転（高速）５則とトンネル内点灯の励行

��

●
国
勢
調
査
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
国
勢
調
査
っ
て
何
？

Ａ
．
国
勢
調
査
と
は
、
日
本
に
住
ん
で

　

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
（
外
国
人

　

も
含
ま
れ
ま
す
。
）
と
し
た
、
国
の
最

　

も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
国
内
の

　

人
口
や
世
帯
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か

　

に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

※
国
勢
調
査
の
「
国
勢
」
と
は
、
「
国
の

　

情
勢
」
を
意
味
し
ま
す
。

Ｑ
．
国
勢
調
査
は
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て

　

い
る
の
？

Ａ
．
日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
実
施

　

さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
85
年
前
の
大

　

正
９
年
で
し
た
。
以
後
、
ほ
ぼ
５
年

　

ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
は
18
回
目
に

　

当
た
り
ま
す
。

Ｑ
．
調
査
の
方
法
は
？

Ａ
．
９
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
皆

　

さ
ん
の
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
を

　

配
布
し
、
10
月
１
日
現
在
の
状
況
を

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
10
月
上
旬
に
調
査
員
が
再

　

び
各
世
帯
に
訪
問
し
て
調
査
票
を
回

　

収
し
ま
す
。

※
国
勢
調
査
員
は
、
市
長
の
推
薦
に
基

づ
い
て
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
で
す
。

Ｑ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？

Ａ
．
調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果

　

を
他
人
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を
つ

　

く
る
目
的
以
外
に
使
っ
た
り
す
る
こ

　

と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

　

す
。
調
査
票
は
、
外
部
の
人
の
目
に

　

ふ
れ
な
い
よ
う
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
、

　

集
計
後
は
す
べ
て
溶
か
し
て
再
生
紙

　

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
．
ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
の
？

Ａ
．
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
、

　

正
し
い
回
答
が
さ
れ
な
か
っ
た
り
す

　

る
と
、
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し
ま

　

い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た

　

め
に
、
「
統
計
法
」
及
び
「
国
勢
調
査

　

令
」
で
国
民
の
回
答
の
義
務
に
つ
い

　

て
規
定
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国

　

勢
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
私
た

　

ち
の
義
務
の
一
つ
な
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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10 月 1日（土）が

国勢調査の基準日です
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　夏場の省エネルギー対策の一環
として、庁舎などの施設の冷房温
度を 28 度に設定します。６月１日
～９月 30 日までの間、職員の服装
をエコスタイル（原則、上着不着用、
ノーネクタイ）としますのでご理
解いただきますようお願いします。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

①
履
歴
書
を
春
日
庁
舎
児
童
福
祉
課
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
受
付
の
締
切
り
は
、
７
月
７

　

日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
。

▼
問
合
せ
先
＝
春
日
庁
舎
児
童
福
祉

　

課
（
電
話
74―

１
６
０
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

県
立
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
に
よ

る
「
身
体
障
害
者
の
補
装
具
移
動
相
談
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
手
足
に
障
害
の
あ
る

方
で
、
車
い
す
や
装
具
な
ど
の
交
付
、

修
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
約
が

必
要
で
す
。

▼
と
き
＝
７
月
22
日
（
金
）
午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午
（
予
定
）

▼
と
こ
ろ
＝
春
日
公
民
館

▼
問
合
せ
先
＝
春
日
庁
舎
障
害
福
祉
課

　

（
電
話
74―

０
２
２
２
）

　

ま
た
、
補
聴
器
の
相
談
は
、
10
月
に

篠
山
市
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
募
集
職
種
＝
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
指

　

導
補
助
員

▼
採
用
予
定
人
員
＝
10

人
程
度

▼
勤
務
場
所
＝
柏
原
・
氷
上
・
山
南
・

　

春
日
地
域
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事

　

業
所

▼
期
間
＝
小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
（
７

　

月
21

日
〜
８
月
31

日
。
た
だ
し
、
土
・

　

日
曜
、
８
月
15

日
・
16

日
は
休
業
日
）

▼
勤
務
条
件

　

①
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
〜
午
後
６

　
　

時
ま
で
（
２
交
替
制
）

　

②
時
間
給
＝
８
０
０
円
、
交
通
費
な
し

　

③
社
会
保
険
等
＝
な
し

▼
業
務
内
容
＝
就
労
等
に
よ
り
保
護
者

　

の
い
な
い
小
学
校
低
学
年
児
童
の
保

　

育
に
関
す
る
業
務

▼
申
込
資
格

　

①
年
齢
は
概
ね
20

歳
〜
60

歳
ま
で
（
大

　
　

学
生
可
）

　

②
市
内
に
在
住
の
人

　

③
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人

▼
申
込
方
法

����������

�� � �����������������

����������� ����

����������� ���� ��

����������� ���

　この宝くじの収益金は、市町村の明るくすみよい街づく

りに使われます。

　①発売期間　７月 15 日（金）から８月２日（火）まで

　②抽選日　８月 12 日（金）

　③支払開始日　８月 17 日（水）　

　収益金は県内の販売実績に応じて交

付されますので、ぜひ県内でお買い求

めください。
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　消火器は正しく廃棄しないと事故の原因になります。最近では、小学３年の男子児童（９歳）

が空き地に捨ててあった消火器で遊んでいたところ、この消火器が破裂し、男児のあごに容器

が直撃し、下あごを骨折して約２ヶ月の重傷を負いました。

　消防署の調べでは、男児は友人２人と空き地に捨ててあった粉末消火器１本で遊び、消火器

を立てて安全ピンを抜いてレバーを握ったところ突然、底の部分が破裂し、消火粉末が現場付

近に飛散しました。

　この消火器は、「粉末ＡＢＣ消火器 10 型」と呼ばれ、長さ 41 センチ、直径 12 センチ。14

年前の製造で鉄製でした。

①消火器は一般のごみ及び雑ごみ等で捨てることはできません。

②消火器を廃棄する場合は、自分で分解したりせず、購入の消火器業者等に依頼してください。

また、消火器の廃棄は有料で自己負担となります。

※消火器取扱業者は、電話帳などで「消防用設備・用品」欄でお調べください。

����������������

�����

�����������

問合せ先／市消防本部予防課（電話 72-2255）

��������

ふたの部分にサビ 大きな傷や変形

底部分にサビ
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６
月
６
日
（
月
）
か
ら
10
日
（
金
）
ま
で
、
地
域
に
学
ぶ
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
こ
の
活
動
は
、
市
内
の
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
毎
年
す
ば
ら
し
い
体
験
活
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
約
３
０
０
ヶ
所
の
受
け
入
れ
先
で
、
７
６
７
人
の
中
学
２
年
生
が
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
各
受
入
れ
先
で
の
活
動
を
通
し
て
生
徒
た
ち
は

社
会
の
中
で
必
要
と
な
る
い
ろ
い
ろ
な
知
識
や
知
恵
を
学
び
取
り
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
ト
ラ
イ
や
る
」
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
土
・
日
・
祝
日
や
夏
休
み
等
で
、

中
学
生
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校
や
教
育
委
員
会
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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体育指導委員指導による
７月開催のスポーツ教室

＊キンボール教室
９日 ( 土 )　久下小学校
　　　　　　20:00 ～ 21:30　

　14 日 ( 木 )　芦田小学校
　　　　　　　19:30 ～ 21:00
＊ファミリーバドミントン教室
　28 日 ( 木）芦田小学校
　　　　　　　19:30 ～ 21:00

����������
春日野外活動協会では、第 20 回夏の丹波市民歩こう会の

参加者を募集しています。

▼日程　７月 29 日（金）午後 10 時出発　31 日（日）帰着
▼場所　志賀高原（長野県）
▼参 加 料　大人 29,000 円　子ども ( 小学生 )24,000 円。
▼申込み　６月 19 日（日）～７月 17 日（日）※月曜日は
休館日のため受付できません。定員 117 人
　申込書に必要事項を記入し、申込予約金（大人 9,000 円　
子ども 4,000 円）を添えて、直接春日野外活動協会事務局（春
日公民館内）へお申込みください。（電話での受付はできま
せん）お問い合わせは、春日公民館（電話 74-0225）まで。

��������������������

★期間　７月１日（金）～８月 31 日（水）　午前 10 時～午後５時　月曜日休園

　　　（７月 18 日（月）は祝日のため開園、翌 19 日（火）が休園）

★使用料　大人・高校生 520 円　中学生・小学生 310 円　幼児（４歳以上）100 円

　●泳ぐときには、必ずスイムキャップを着用してね！

　●小学３年生以下の方は、保護者同伴でご利用をお願いします。

　●流水プール（100 ｍ）、子どもプール（深さ 50cm・70cm）、ウォータースライダーもあるよ。

問合せ先／春日総合運動公園（電話 75-1040）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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幼
児
・
小
学
生
（
低
学
年
）
を
対
象
に
、
苦
手
意
識
解

消
と
水
に
慣
れ
親
し
み
、
泳
力
・
体
力
の
向
上
を
目
指
す

た
め
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
幼
児
水
泳
教
室
（
４
日
間
）
】

▼
対
象
＝
４
歳
以
上

　

１
回
目　

７
月
26
日
（
火
）
〜
29
日
（
金
）

　

２
回
目　

８
月
２
日
（
火
）
〜
５
日
（
金
）

　

時　

間　

10
時
45
分
〜
11
時
45
分

　

と
こ
ろ　

山
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
（
山
南

　
　
　
　
　

町
谷
川
）

【
小
学
生
（
４
日
間
）
】

▼
対
象
＝
１
年
生
〜
３
年
生

　

１
回
目　

７
月
26
日
（
火
）
〜
29
日
（
金
）

　

２
回
目　

８
月
２
日
（
火
）
〜
５
日
（
金
）

　

時　

間　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

と
こ
ろ　

山
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
（
山
南

　
　
　
　
　

町
谷
川
）

▼
募
集
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
人

▼
参
加
費
＝
52
円
（
毎
回
プ
ー
ル
入
場
料
）

　

お
申
し
込
み
は
、
７
月
７
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
山

南
公
民
館
窓
口
と
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
山
南
公
民
館
（
電
話
77―

０
３
１
０
）
ま
で
。

子育て学習センターでは、下記のとおり７月の活動を計画しています。

参加申込みや、詳細については、各学習センターへお問い合わせください。
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丹波市の上位入賞ランナー　　　（敬称略）

������� �������������
�と　き���������������
��ところ����������������
��講　演��������������
��講　師�����������������������　ヘッドコーチ�������

������������
�������������
������������
�������������
������������
������������
������������
�������������
�� ��� ��� ������
������������
�����������

������� �� ��������

������

����������� ������� � ��������

����� �������

７月８日（金） ～ ７月 24 日（日�

�����������������

【　講　演　会　】
日時：７月 10 日（日）午後１時 30 分～
場所：市立植野記念美術館　２階　研修室
講師：無言館館主　窪島誠一郎氏
演題：「無言館」のこと
申込：ハガキで予約先着 130 人
　　　（あて先　〒669-3603 氷上町西中615-4）
受付：７月１日（金）から
聴講料金：無料（ただし、入館料は必要）

市立植野記念美術館
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図書券寄贈の御礼　氷上町横田　井上妙子様
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昨
年
の
台
風
16
号
で
被
害
受
け
た
山
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
が
、
装
い
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
市
民
の
方
の
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
館
日
時

・
７
月
２
日
〜
７
月
18
日
の
期
間
は
、
土
・
日
・
祝
日
の
み
の
開
館
。

　

午
前
の
部
は
９
時
〜
12
時
、
午
後
の
部
は
１
時
〜
５
時

　

＊
ナ
イ
タ
ー
運
営
な
し

・
７
月
20
日
〜
８
月
31
日
の
期
間
は
、
月
曜
休
館
日
以
外
毎
日
開
館
。

　

午
前
の
部
は
９
時
〜
12
時
、
午
後
の
部
は
１
時
〜
５
時

　

＊
ナ
イ
タ
ー
は
、
６
時
30
分
〜
９
時

▼
利
用
料
金
＝
中
学
生
以
下
52
円
、
高
校
生
１
０
５
円
、
一
般
２
１
０
円
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�
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�
�

　

夏
休
み
を
利
用
し
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
８
月
５
日(

金)

▼
対
象
＝
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

▼
場
所
＝
高
室
池
（
加
東
郡
社
町
）

▼
募
集
定
員
＝
20
人

▼
参
加
費
＝
１
０
０
０
円
（
食
事
・
保
険
代
）

▼
申
込
受
付
＝
７
月
15
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
開
始

▼
申
込
先
＝
山
南
公
民
館
（
電
話
77―

０
３
１
０
）
へ
電
話
ま
た
は
直

　

接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



24

�����

　

市
建
設
業
協
会
で
は
、
６
月
１
日
の
善
意
の
日
に
ち

な
み
市
内
一
斉
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。
氷

上
地
域
で
は
支
部
代
表
の
垣
内
和
明
さ
ん
を
中
心
に
、

35
人
の
全
協
会
員
が
朝
か
ら
、
氷
上
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
本
郷
橋
か
ら
犬
岡
橋
ま
で
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
河
川
敷
で
草
刈
り
や
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
熱
心
な
作
業
で
、
美
し
い
河
川
敷
が
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

春
日
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
た
全
日
本
少
年
軟
式

野
球
の
県
大
会
で
、
地
元
春
日
ク
ラ
ブ
（
春
日
中
学

校
野
球
部
）
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
、
市
役
所
に
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。
大
会
５
試
合
で
同
ク
ラ
ブ
は
全

て
完
封
勝
ち
と
守
り
の
堅
い
野
球
を
し
、
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。
６
月
18
日
（
土
）
に
は
、
滋
賀
県
彦

根
市
で
開
か
れ
る
近
畿
大
会
で
大
活
躍
し
、
必
ず
や

丹
波
市
の
名
を
広
め
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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氷
上
地
域
の
北
地
区
と
市
島
地
域
の
前
山
地

区
に
ま
た
が
る
五
台
山
を
両
側
か
ら
登
り
、
山

頂
で
交
流
を
す
る
五
台
山
ま
つ
り
が
５
月
29
日

（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
地
区
側
か
ら
は

２
５
０
人
、
前
山
地
区
側
か
ら
は
３
０
０
人
と

例
年
に
な
く
多
い
登
山
者
が
あ
り
、
昨
年
ま
で

は
町
と
町
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
同
じ
市
内

と
い
う
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
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　その数は１月１日現在で 20 万７千人と言われ、ここ数年で減少傾向にあるというものの依然として高

水準で推移し大部分は不法就労していると見られています。不法就労問題について正しく理解し、外国

人の不法就労をなくすよう心がけることが大切です。

　就労活動が認められていない在留資格の外国人を雇用することはできません。外国人の雇用に当たっ

ては、その外国人のパスポートをみて在留期間・資格の確認をするようにしてください。

　就労活動を認められていない在留資格は次のとおりです。

　①文化活動　日本文化の研究者など、②短期滞在　観光客、会議参加者など、③留学　大学、短期大

学などの学生、④就学　高等学校、専修学校（高等または一般過程）等の生徒、⑤研修　研修生、⑥家

族滞在　就労外国人などが扶養する配偶者・子。なお、資格外活動の許可により就労が認められる場合

があります。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
「
あ
な
た
の
夫
が

痴
漢
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
や
上
司

に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
解
決
を
急
い
で
。
」

と
示
談
金
を
振
り
込
む
よ
う
指
示
す
る
振

り
込
め
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
痴
漢

の
場
合
、
当
人
同
士
で
示
談
が
成
立
し
、

告
訴
を
取
り
下
げ
れ
ば
お
と
が
め
な
し
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
悪
用
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
を
支
え
る
男
性
の
場
合
、
痴
漢
行

為
は
社
会
的
地
位
、
生
活
基
盤
を
一
瞬
で

奪
い
ま
す
。
連
絡
を
受
け
た
家
族
の
立
場

に
な
る
と
冷
静
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
そ
の
犯
罪
の
性
質
上
、
世
間
に
知
ら
れ

る
こ
と
が
非
常
に
恥
ず
か
し
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
、
犯
行
グ
ル
ー
プ
の
付
け
入
る
ス

キ
が
あ
り
ま
す
。

　

通
勤
通
学
途
中
な
ら
、
早
く
振
り
込
め

ば
、
早
く
解
放
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
時

間
が
長
引
け
ば
、
「
連
絡
が
取
れ
な
い
。

何
か
あ
っ
た
の
か
と
他
人
が
知
っ
て
し
ま

う
。
」
と
い
う
焦
り
を
生
み
ま
す
。

　
ま
ず
本
人
と
連
絡
と
い
う
が
・
・
・　
　

で
は
、
実
際
に
警
察
に
出
頭
し
た
り
、
逮

捕
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
身
柄
は
ど
う
い
う

扱
い
を
受
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
任
意
同

行
の
場
合
、
所
持
品
を
提
出
す
る
必
要
も

な
く
、
携
帯
電
話
も
所
持
で
き
、
外
部
と

連
絡
で
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
逮

捕
の
場
合
、
所
持
品
は
一
旦
警
察
署
が
預

か
り
ま
す
の
で
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
接
見
は
弁
護
士
か
、
証
拠
隠
滅

の
恐
れ
の
な
い
場
合
は
家
族
も
で
き
ま

す
。
痴
漢
で
逮
捕
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず

家
族
に
連
絡
が
い
き
ま
す
。

　

詐
欺
事
件
に
話
を
戻
し
ま
す
。
犯
行
グ

ル
ー
プ
が
家
族
に
事
件
発
生
と
振
り
込
み

指
示
の
電
話
を
す
る
と
す
ぐ
、
本
人
の
携

帯
電
話
に
い
た
ず
ら
電
話
を
頻
繁
に
か

け
、
家
族
か
ら
の
電
話
を
妨
害
し
ま
す
。

こ
れ
で
警
察
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
の
で
連

絡
が
取
れ
な
い
と
家
族
が
思
い
、
急
い
で

大
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

警
察
（
犯
行
グ
ル
ー
プ
）
か
ら
何
か
連

絡
が
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察
署
、
課
名
、

警
察
官
名
と
電
話
番
号
を
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
弁
護
士
（
犯
行
グ
ル
ー
プ
）

の
場
合
は
、
所
属
会
、
事
務
所
の
場
所
、

連
絡
先
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
や
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で

の
発
信
番
号
表
示
を
過
信
し
な
い
で

　

さ
ら
に
、
電
話
に
信
ぴ
ょ
う
性
を
持

た
せ
る
た
め
、
警
察
署
の
番
号
か
ら
発

信
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
偽
装
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
発
信
者

番
号
を
自
由
に
設
定
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
す
る
海
外
の
会
社
や
、
振
り
込
め
詐

欺
専
門
に
番
号
偽
装
す
る
国
内
の
業
者

を
利
用
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
本

人
と
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
あ
わ

て
ず
に
一
度
、
１
０
４
に
電
話
し
、
○

○
警
察
署
の
番
号
、
○
○
弁
護
士
会
の

番
号
を
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ

に
電
話
し
て
家
族
の
所
在
を
確
認
し
て

も
10
分
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
焦
り
は
禁

物
で
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、
振
り
込
み

詐
欺
で
一
番
肝
心
な
こ
と
は
、
示
談
金

は
、
双
方
が
十
分
に
話
し
合
い
納
得
し

て
か
ら
支
払
う
も
の
で
す
。
仮
に
事
件

が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
金
品
を
今
日

明
日
と
い
う
短
期
間
で
要
求
さ
れ
る
こ

と
は
ま
ず
有
り
得
ま
せ
ん
。
電
話
だ
け

で
大
金
を
す
ぐ
に
振
り
込
め
と
い
う
の

は
「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
思
っ
て
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。
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�
�
�
�
�
�
丹
波
警
察
署

電
話
72―

０
１
１
０
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こ
れ
ま
で
１
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い

た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
検
査
が
当
日
の
お
よ
そ
１

時
間
後
に
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
も
同
時
に
で
き

ま
す
。
（
た
だ
し
、
こ
の
結
果
は
１
週

間
後
に
な
り
ま
す
）

▼
と
き
＝
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

▼
と
こ
ろ
＝
柏
原
健
康
福
祉
事
務
所

▼
対
象
者
＝
感
染
を
心
配
さ
れ
る
方

▼
費
用
＝
無
料
。
40
歳
以
上
の
方
は
、

　

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と

　

セ
ッ
ト
で
無
料
で
す
。

▼
問
合
せ
先
＝
県
柏
原
健
康
福
祉

事
務
所
健
康
増
進
課
（
電
話
73―

３
７
６
５
）

募集項目 資格（男女） 受付期間 試験期日 待遇・その他

航空学生 高卒（見込含）
21 歳未満

8 月 1 日
　～ 9 月 8 日

１次９月 23 日
２・３次あり（一部）

パイロット等
（国家資格）

一般曹候補学生 18 歳以上
　24 歳未満 1 次：９月 17 日　２

次：10 月 ８ 日 ～ 14
日のうちの 1 日

約 2 年後に３曹

曹候補士

18 歳以上
　27 歳未満

約３年経過以降選考
により３曹

２等陸・海・空士
8 月 1 日
　～ 9 月 8 日
男子は年中

男子：受付時連絡
女子：9 月 24 日
　　　9 月 25 日

2 年また 3 年任期で
採用

�
�
�
�
�
�

　

司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調
査
士
会

で
は
、
合
同
の
企
画
に
よ
り
、
「
無
料

登
記
法
律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

①
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
土
地
建
物

の
表
示
登
記
に
関
す
る
相
談

　

建
物
の
新
築
、
増
築
、
滅
失
の
際
の

登
記
。
土
地
の
分
筆
、
合
筆
の
登
記
、

土
地
地
目
変
更
の
登
記
な
ど
の
相
談

②
司
法
書
士
に
よ
る
権
利
登
記
、
商
業

法
人
登
記
、
各
種
裁
判
手
続
き
等
に
関

す
る
相
談

　

土
地
家
屋
等
の
売
買
、
相
続
、
担
保

権
等
の
権
利
に
関
す
る
登
記
、
遺
言
、

高
齢
者
の
財
産
管
理
、
成
年
後
見
制
度
、

多
重
債
務
及
び
破
産
手
続
き
等
そ
の
他

各
種
の
相
談

▼
日
時
＝
７
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で

▼
場
所
＝
青
垣
公
民
館
研
修
室

▼
問
合
せ
先
＝
卯
野
事
務
所
（
電
話
82

―

４
８
４
０
）

▼
中
退
共
制
度
の
特
色

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
有

　

利
で
す
。

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
な
ど
が
助
成
し

　

ま
す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で
き

　

ま
す
。

・
掛
け
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に

　

な
り
ま
す
。

・
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業
間
を

　

転
職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き
ま
す
。

・
掛
け
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え

　

ま
す
。
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支

　

払
い
ま
す
の
で
、
管
理
が
簡
単
で
す
。

▼
加
入
の
手
続
き

・
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
、
押

　

印
の
う
え
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た

　

は
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
＝
中
退
共
本
部
（
電
話
03

　―

３
４
３
６―

０
１
５
１
）
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　自衛隊では、自衛官を下記の通り募集しています。詳しいことは、自衛隊兵庫地方連絡

部柏原募集事務所（電話 72 －１９４９）まで
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